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世
田
谷
の

世
田
谷
の
農
業
農
業

世
田
谷
区
は
、
江
戸
時
代
よ
り
大
消
費
地
江
戸
市
中

へ
の
農
産
物
供
給
を
担
う
重
要
な
近
郊
農
業
地
帯
で
し

た
。
農
地
面
積
や
農
家
戸
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
現
在
で
も
東
京
23
区
内
に
お
い
て
農
地
面
積
は

練
馬
区
に
次
ぐ
２
番
目
の
規
模
で
、
生
産
さ
れ
る
農
産

物
は
旬
の
野
菜
や
果
実
、
季
節
の
草
花
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
部
で
の
農
業
・
農
地
は
新
鮮
な
農
産
物
の
供
給

を
は
じ
め
、
農
作
業
体
験
や
収
穫
体
験
な
ど
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
地
域
に
潤
い
の
あ
る
景
観

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
農
地
・
農
産
物
を
利
用
し
た

食
育
・
教
育
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
一
時
的
な
避

難
場
所
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
多
面
的

な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
の

く
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
の
畑
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～
農
業
・
農
地
の
多
面
的
機
能
の
紹
介
～

区
内
で
生
産
さ
れ
る
新
鮮
で

安
心
な
農
産
物
は
、
農
家
の

庭
先
や
Ｊ
Ａ
の
共
同
直
売
所

で
販
売
さ
れ
た
り
、
地
域
の

飲
食
店
な
ど
で
利
用
さ
れ
た

り
す
る
な
ど
、「
地
産
地
消
」

の
実
現
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

農
地
は
、
都
市
部
に
お
け
る

緑
地
空
間
と
し
て
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
、

雨
水
な
ど
に
含
ま
れ
る
養
分

の
分
解
に
よ
る
水
質
浄
化
な

ど
、
自
然
環
境
を
保
全
し
て

い
ま
す
。

農
地
は
、
住
宅
が
密
集
す
る

都
市
部
に
お
け
る
火
災
の
延

焼
防
止
効
果
や
、
災
害
時
に

は
地
域
住
民
の
一
時
的
な
避

難
場
所
、
仮
設
住
宅
用
地
の

役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

世
田
谷
の
農
業	

2

　「
く
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
の
畑
」	

3

　
〜
農
業
・
農
地
の
多
面
的
機
能
の
紹
介
〜

　
世
田
谷
農
業
の
変
遷	

4

「
せ
た
が
や
そ
だ
ち
」
を	

6

    

味
わ
い
、
楽
し
も
う
！

　
参
加
し
よ
う
〈
農
業
イ
ベ
ン
ト
〉	

6

　
体
験
し
よ
う
〈
農
業
体
験
〉	

7

　
収
穫
し
よ
う
〈
ふ
れ
あ
い
農
園
〉	

8

　
食
べ
に
行
こ
う
・
買
い
に
行
こ
う

	

〈
せ
た
が
や
そ
だ
ち
使
用
店
〉	

　
買
っ
て
み
よ
う
〈
直
売
所
〉	

9

「
世
田
谷
の
農
業
」
現
状
レ
ポ
ー
ト	

10

　
世
田
谷
農
業
を
取
り
巻
く
最
近
の
状
況	

10

　
区
の
取
り
組
み

　
世
田
谷
区
農
業
振
興
計
画	

11

　
農
業
者
へ
の
支
援	

　
都
市
農
地
保
全
の
取
り
組
み	

12

数
字
で
わ
か
る
「
世
田
谷
の
農
業
」	

14

I
N
D
E
X

農
地
は
、
住
宅
が
密
集
す
る

都
市
部
の
中
で
貴
重
な
緑
地

空
間
と
し
て
良
好
な
景
観
を

保
持
す
る
と
と
も
に
、
人
々

の
心
を
和
ま
せ
、
四
季
折
々

の
季
節
感
を
伝
え
ま
す
。

街
な
み
に
潤
い
や

ゆ
と
り
を
も
た
ら
す

景
観
創
出
機
能

街
の
環
境
を

整
え
る

環
境
保
全
機
能

そ
の
時
、あ
な
た
を

助
け
る
備
え
と
な
る

　
防
災
機
能

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

交
流
を
う
み
だ
す

交
流
創
出
機
能

農
地
は
、
区
民
農
園
や
体
験

農
園
な
ど
を
通
じ
て
、
農
業

や
自
然
と
触
れ
あ
う
な
ど
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提

供
し
、
農
家
と
区
民
と
の
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

農
や
食
を
通
し
て

学
び
の
機
会
を

つ
く
る

　
食
育
機
能 

農
業
・
農
地
が
身
近
に
存
在

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

が
土
に
触
れ
る
機
会
が
増
し
、

農
業
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
で
「
食
」
や
「
農
」
の
大

切
さ
を
学
ぶ
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

新
鮮
な
農
産
物
を

区
民
に
供
給
す
る

地
産
地
消
機
能
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世
田
谷
区
の
花
き
は
、
都
市
近
郊
の
利
点
を
活
か
し
、
近
代

花
き
園
芸
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
33
年
に
当
時
の
荏
原
郡
駒
澤
町
で
シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
が

始
ま
り
、
大
正
時
代
に
入
る
と
、
世
田
谷
区
玉
堤
か
ら
大
田
区

田
園
調
布
の
多
摩
川
沿
岸
に
ガ
ラ
ス
温
室
群
が
建
設
さ
れ
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
集
団
施
設
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
温
室
群
は
玉
川
温
室
村
と
呼
ば
れ
、
昭
和
13
～
14
年
の
最

盛
期
に
は
、
経
営
者
35
名
、
温
室
面
積
４
万
３
千
㎡
余
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ユ
リ
の
切
り
花
、
洋
ラ

ン
、観
葉
植
物
を
生
産
し
、先
駆
的
な
栽
培
技
術
や
農
業
経
営
は
、

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
時
中
の
食
料
増
産
に
伴
う
生
産
統
制
、
兵
役
招

集
に
よ
る
労
働
力
不
足
、
資
材
の
制
限
、
温
室
に
使
わ
れ
て
い

た
鉄
材
や
ガ
ラ
ス
等
の
供
出
、
一
部
の
温
室
の
取
り
壊
し
等
に

よ
り
、
玉
川
温
室
村
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

戦
後
は
、
周
辺
の
宅
地
化
に
よ
る
生
産
環
境
の
悪
化
、
政
府

の
構
造
改
善
事
業
で
、
大
型
温
室
団
地
を
導
入
し
た
花
き
生
産

が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
経
営
者
も
他
県
へ
移

転
す
る
な
ど
次
第
に
離
散
し
、
玉
川
温
室
村
は
姿
を
消
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
温
室
村
が
あ
っ
た
地
の
バ
ス
停
に
そ
の
名
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
烏
山
、
八
幡
山
を
主

に
昭
和
35
年
頃
ま
で
ダ
リ
ア
が
、

宇
奈
根
で
は
平
成
初
期
ま
で
温
室

バ
ラ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
、

盆
栽
や
菊
の
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
な
ど
の
ポ
ッ
ト
苗
や
花
鉢
物
、

ト
ル
コ
桔
梗
や
ユ
リ
な
ど
の
切
り
花
、
枝
物
、
植
木
等
が
生
産

さ
れ
、
市
場
出
荷
、
農
家
の
栽
培
場
所
や
直
売
所
・
Ｊ
Ａ
の
共

同
直
売
所
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
田
谷
区
は
23
区
内
の
近
郊
農
業
地
帯

の
中
で
も
、
比
較
的
古
く
か
ら
養
豚
や
養

鶏
、
酪
農
な
ど
の
畜
産
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
を
境

に
住
宅
の
増
加
に
伴
い
減
少

し
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

世
田
谷
区
一
帯
で
は
、
柿
、
栗
、

梅
な
ど
が
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
頃
に

区
内
で
ブ
ド
ウ
の
栽
培
が
始
ま

り
、
そ
の
後
は
キ
ウ
イ
、
リ
ン
ゴ
、

梨
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
も
栽

培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

区
が
実
施
す
る
ふ
れ
あ
い
農

園
事
業
（
果
樹
園
）
で
は
、ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
梨
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、

プ
ル
ー
ン
、
栗
、
み
か
ん
な
ど

の
収
穫
が
体
験
で
き
ま
す
。

世 田 谷 農 業世 田 谷 農 業 のの 変 遷変 遷世 田 谷 農 業世 田 谷 農 業 のの 変 遷変 遷

野
　
菜

野
　
菜

花
　
き

花
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園
　
芸

園
　
芸
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産産  

業業

果
　
樹

果
　
樹

　

世
田
谷
区
一
帯
の
地
形
は
、
水
利
の

便
の
良
く
な
い
台
地
が
大
部
分
を
占
め

て
い
た
の
で
、
水
田
は
少
な
く
、
農
地

の
ほ
と
ん
ど
は
畑
で
し
た
。
江
戸
時
代

に
玉
川
上
水
か
ら
分
水
し
た
農
業
用
水

が
整
備
さ
れ
、
用
水
路
周
辺
に
は
豊
か

な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
30
年
以
降
の
急
激
な
都
市
化
で
農

業
用
水
が
汚
染
さ
れ
、
水
田
の
用
水
と

し
て
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
区

内
の
水
田
は
畑
地
や
学
校
・
公
園
用
地
、

宅
地
と
な
り
、
農
業
と
し
て
の
水
田
・

稲
作
は
昭
和
50
年

代
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

現
在
、
区
内
に

残
っ
て
い
る
水
田

は
、
次
大
夫
堀
公

園
内
に
あ
る
教
育

田
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

稲
作
と
水
田

稲
作
と
水
田玉川温室村

たま　 がわ　 おん 　しつ 　むら
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江
戸
〜
明
治
期

　

江
戸
時
代
以
降
、
世
田
谷
区
一
帯
は
江
戸
・
東
京
近
郊
の
農

村
と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
穀
物
、

大
根
や
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
、
柿
や
栗
な
ど
の
果
実
、

薪
炭
な
ど
を
供
給
す
る
一
方
で
、
江
戸
ま
で
下
肥
を
汲
み
取
り

に
出
か
け
、
田
畑
で
用
い
る
肥
料
に
す
る
な
ど
、
都
市
と
農
村

の
間
に
資
源
循
環
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
の
後
半
に
入
る
と
、
東
京
市
の
急
激
な
市
街
地
化

と
人
口
の
激
増
に
よ
り
、
膨
大
な
量
の
食
料
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
当
時
は
交
通
網
が
十
分
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
傷
み
が
早
く
遠
距
離
輸
送
に
耐
え
ら
れ
な
い
野
菜
や
果

実
の
供
給
は
、
近
郊
の
農
村
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

　

一
方
、
農
家
側
も
明
治
６
年
の
地
租
改
正
以
来
税
負
担
が
増
え
、
自
給
自
足
の
経

営
か
ら
現
金
増
収
を
迫
ら
れ
、
野
菜
の
生
産
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
軍
施
設
が
世
田
谷
へ
移
転
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
膨
大
な
量
の
野
菜
の

需
要
が
生
じ
、
区
内
農
家
は
共
同
体
制
で
出
荷
す
る
こ
と
で
、
多
大
な
利
益
を
収
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
世
田
谷
の
農
業
は
野
菜
栽
培
に
主
力
が
移
り
、

二
毛
作
・
三
毛
作
が
行
わ
れ
、
農
業
の
集
約
化
が
始
ま
り
、
大
消
費
都
市
近
郊
の
有

利
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
野
菜
の
供
給
地
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
し
た

  

大 

正 

期

　

大
正
時
代
末
期
に
な
る
と
、
交
通
機
関
が
発
達
し
、
遠
隔
地

の
農
村
で
も
野
菜
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
の
利
だ
け

で
は
野
菜
の
供
給
を
独
占
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

区
内
の
軍
施
設
か
ら
大
量
に
供
出
さ
れ
る
ボ
ロ
（
馬
糞
や
敷
藁
）

を
利
用
し
、
温
床
に
よ
る
野
菜
の
促
成
栽
培
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
高
値
で
取
引
さ
れ
る
利
益
の
大
き
い
ト
マ

ト
や
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
い
ち
ご
な
ど
の
促
成
栽
培
は
、
高
知
県
・

愛
知
県
な
ど
暖
地
園
芸
の
産
地
拡
大
に
よ
り
大
規
模
に
生
産
さ

れ
た
も
の
が
東
京
の
市
場
に
参
入
し
、
次
第
に
不
振
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
関
東
大
震
災
（
大
正
12
年
）
後
の
急

激
な
人
口
の
増
加
は
、
東
京
近
郊
を
も
市
街
地
化
し
、
食
料
の
消
費
も
増
大
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
全
国
各
地
の
農
産
物
が
東
京
の
卸
売
市
場
に
集
中
し
、
従
来
の
野
菜
や
穀

物
の
生
産
だ
け
で
は
世
田
谷
で
農
業
の
経
営
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
離
農
し
て
自

給
分
だ
け
を
耕
作
す
る
区
内
農
家
も
数
多
く
い
ま
し
た
。

   

昭
和
初
期

　

昭
和
に
入
る
と
、
時
代
は
戦
時
体
制
下
へ
と
移
り
、
兵
役
の
招
集
や
軍
需
産
業
へ

の
動
員
に
よ
り
労
働
力
は
不
足
し
、
肥
料
や
農
機
具
の
生
産
も
停
滞
し
、
農
業
生
産

は
目
立
っ
て
低
下
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
時
中
か
ら
終
戦
直
後
は
極
度
の
食
糧
難
で
、
生
産
の
主
体
だ
っ
た
野
菜

の
作
付
け
が
統
制
さ
れ
、
主
穀
作
物
（
米
麦
や
イ
モ
類
）
の
供
出
を
割
り
当
て
ら
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

     

戦
　
後

　

戦
後
は
、
昭
和
22
年
か
ら
25
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
農
地
改

革
に
よ
っ
て
、
小
作
農
家
は
自
作
地
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
半
面
、
面
積
が
小
規
模
で
経
済
的
に
不
安
定
な
自
作
農

家
が
多
数
創
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
人
口
増
加
と
地
価
高
騰
の
な
か
で
農
地
を
売
却

ま
た
は
ア
パ
ー
ト
等
に
転
用
す
る
な
ど
、
農
家
の
離
農
や
兼
業

が
急
速
に
進
み
、
昭
和
30
年
を
過
ぎ
る
と
、
兼
業
農
家
が
専
業

農
家
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
田
谷
区
の
代
表
的
な
作
物
と
し
て
は
、
一
年
を
通
じ
て
栽

培
で
き
る
小
松
菜
な
ど
の
軟
弱
野
菜
、
他
県
の
輸
送
荷
と
東
京

近
郊
の
地
場
荷
が
出
荷
さ
れ
る
前
の
端
境
期
に
出
荷
す
る
早
採

り
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
果
菜
類
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
早
採
り
の
促
成
栽
培
に
貢
献
し
た
の
は
、
昭
和
20
年
代
末
頃
か
ら
普
及
し
た
ビ

ニ
ー
ル
利
用
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
早
期
出
荷
競
争
の
激
化
や
都

市
化
に
よ
る
農
地
の
減
少
で
、
集
約
的
な
栽
培
が
必
要
と
な
り
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
は
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
栽
培
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た

   

現
　
在

　

現
在
、
農
家
の
多
く
は
面
積
30
ａ
未
満
の
小
規
模
経
営
の
た
め
、
区
民
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
様
々
な
種
類
の
作
物
を
少
量
ず
つ
育
て
る
少
量
多
品
目
栽
培
に
よ
り
、
収
穫
し

た
野
菜
を
農
家
自
身
の
畑
の
横
な
ど
に
設
置
し
た
直
売
所
や
、
Ｊ
Ａ
の
共
同
直
売
所
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
世
田
谷
ゆ
か
り
の
野
菜
と
し
て
は
、
大
蔵
大
根
、
下
山
千
歳
白
菜
、
城

南
小
松
菜
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
を
使
用
す
る
飲
食
店
な
ど
も
出
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

区
立
小
・
中
学
校
の
給
食
に
も
地
元
で
採
れ
た
野
菜
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え
る
な
ど
、

地
産
地
消
の
役
割
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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味
わ
い
、

味
わ
い
、

楽
し
も
う
！

楽
し
も
う
！

参 加参 加
しようしよう

農
業
イ
ベ
ン
ト

味
わ
い
、

楽
し
も
う
！

「
せ
た
が
や
そ
だ
ち
」を

　 
世
田
谷
の
花
展
覧
会

　

４
月
中
旬
と
11
月
上
旬
の
年
２
回
、花
き
生
産

農
家
が
丹
精
を
込
め
て
栽
培
し
た
花
（
鉢
物
・
花

苗
・
切
り
花
・
盆
栽
・
ア
レ
ン
ジ
な
ど
）の
展
覧
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

園
芸
相
談
や
園
芸
教
室
、
園
芸
即
売
市
、
区
民

賞
投
票
の
ほ
か
、
最
終
日
に
は
展
示
品
の
即
売
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
園
芸
せ
り
市
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
11
月
は
世
田
谷
区
農
業
祭
と
同
時
開
催
で
す
。

　

区
で
は
、
区
内
農
家
が
丹
精
を
込
め
て
栽

培
し
た
花
や
野
菜
な
ど
を
一
堂
に
集
め
、
農

家
の
研
鑽
と
都
市
農
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

農
業
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
期
間
中
は
農
産
物
の
品
評
展
示
会
や
展

示
品
の
即
売
な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

「せたがやそだち®」
ロゴマーク

　世田谷区では区内産農産物のイメージアップ
とＰＲを図るため、区内で生産された野菜や果
実、花に表示するロゴマーク「せたがやそだち ®」
を平成 11 年に作成しました。
※裏表紙のコラムで詳しくご紹介しています。

   

世
田
谷
区
夏
季
農
産
物
品
評
会

　

6
月
中
旬
に
、
農
家
が
丹
精
を
込
め
て
栽
培
し
た
夏

野
菜
（
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
玉
ね
ぎ
・
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
）
や
果
樹
（
梅
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
）、
花

き
類
の
品
評
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

品
評
展
示
会
の
後
に
は
、
展
示

さ
れ
た
農
産
物
の
即
売
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
農
家
に
よ
る
新
鮮
な

夏
野
菜
の
即
売
市
や
園
芸
即
売
市
・

野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
ミ
ニ
野
菜
講

座
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
世
田
谷
区
農
業
祭

　

11
月
上
旬
に
、
農
家
が
丹
精
を
込
め

て
栽
培
し
た
秋
野
菜
（
大
蔵
大
根
や
そ

の
他
の
大
根
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
里
い
も
・
小
松
菜
な
ど
）
や
果

樹
（
ユ
ズ
・
柿
な
ど
）
の
品
評
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

品
評
展
示
会
の
後
に
は
、
展
示
さ
れ

た
農
産
物
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
家
に

よ
る
新
鮮
な
秋
野
菜
の
即
売
市
や
大
蔵
大
根
の
即

売
、
け
ん
ち
ん
汁
の
試
食
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
区
内
農

産
物
を
使
用
し
た
宝
船
の
展
示
や
宝
船
で
使
用
し

た
農
産
物
の
即
売
（
宝
分
け
）
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
世
田
谷
の
花
展
覧
会
と
同
時
開
催
で
す
。

体 験体 験
しようしよう

3 月
〜　
　

農
業
体
験
農
園

　

農
業
体
験
農
園
は
、
区
内
の
農
家

が
開
設
し
、
管
理
・
運
営
を
行
う

農
園
で
す
。
種
や
苗
、
農
機
具
等
は

園
主
が
用
意
し
ま
す
。
入
園
者
は
、

園
主
の
作
付
け
計
画
に
従
っ
て
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
種
ま
き
か
ら
収

穫
ま
で
の
一
連
の
農
作
業
を
行
う
た

め
、
初
心
者
で
も
安
心
で
、
高
品
質

の
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
期
間
は
３
月
～
翌
年
1
月

末
ま
で
の
11
か
月
で
、
募
集
は
例
年

12
月
頃
、
各
園
に
空
き
区
画
が
あ
っ

た
場
合
の
み
行
い
ま
す
。

　

 

区
民
農
園

　

区
民
の
方
が
土
に
触
れ
、
自
由
に
花
や
野
菜

づ
く
り
を
楽
し
む
場
と
し
て
、
令
和
８
年
４
月

１
日
現
在
、
世
帯
単
位
で
利
用
す
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
農
園
」
を
22
園
開
園
し
て
い
ま
す
。
農
園

内
に
は
水
道
、農
機
具
等
（
ク
ワ
、ス
コ
ッ
プ
等
）

が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
の
利
用
期
間
は
、
3
月
か
ら
2
年
後
の
1
月
末

ま
で
の
１
年
11
か
月
で
す
。

　

募
集
は
例
年
11
月
頃
、
空
き
区
画
が
あ
っ
た
場
合
の
み
行
い
ま
す
。

　
　

 

農
作
業
体
験
塾

　

区
内
農
家
の
指
導
に
よ
り
、
花
や

野
菜
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
・
出
荷
ま

で
の
一
連
の
農
作
業
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
体
験
期
間
は
約
3
か
月
で
、
週
１
回
、

２
～
３
時
間
程
度
の
農
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

年
２
回
、
３
月
頃
に
春
（
４
月
～
6
月
）、
８
月
頃
に

秋
（
９
月
～
11
月
）
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

農
業
体
験

農園名 農園所在地 区画数
羽根木体験農園 代　田 4-32 17
千歳台体験農園 千歳台 4-4 42
桜丘体験農園 桜　丘 5-2 30
アグリ紺屋（こうや） 宇奈根 3-8 10
上用賀体験農園 上用賀 3-4 15

　

次
大
夫
堀
公
園
内
に
あ
る
自
然
体
験
農
園
（
喜
多
見

５
ー
26
）
で
は
、農
家
の
指
導
に
よ
り
農
作
業
を
体
験
し
、

一
定
の
技
術
を
習
得
し
て
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー（
※
）と
し

て
活
動
で
き
る
方
を
育
成
す
る
講
習
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
講
習
会
は
４
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
、
毎
月
１
〜
４
回
程
度

の
開
催
で
、
畝
作
り
か
ら
種
ま
き
、

収
穫
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
体
験

し
ま
す
。

　

参
加
資
格
は
18
歳
以
上
の
区
民

で
、
例
年
２
月
頃
に
募
集
を
行
い

ま
す
。

次
大
夫
堀
自
然
体
験
農
園

　

区
で
は
、
区
民
農
園
や
農
業
体
験
農
園
な
ど
、
区
内
に
い
な
が
ら
農
業
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
事
業
の
詳
細
は
、
区
の
お
し
ら
せ
「
せ
た
が
や
」
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※農業サポーター ：区内農家が高齢・病気などの理由で営農が一時的に困難となった場合に、農作業を支援するボランティア。

農園名 農園所在地 面積 (m2) 総区画数
弦巻五丁目 弦巻5-35-1 813 30
赤堤二丁目 赤堤2-39-9 842 34
第二赤堤二丁目 赤堤2-27-8 789 32
第二上用賀 上用賀6-6-20 672 28
上用賀二丁目 上用賀2-4-4 1,390 75
中町二丁目　 中町2-27-13 1,795 78
中町2-17 中町2-17-19 1,206 40
深沢七丁目 深沢7-25-14 1,821 78
祖師谷六丁目 祖師谷6-15-11 1,001 41
千歳台二丁目 千歳台2-14-20 1,934 58
砧五丁目 砧5-9-18 1,448 76
成城七丁目 成城7-35-32 1,027 39
成城八丁目 成城8-7-23 790 30
喜多見三丁目 喜多見3-5-18 699 28
喜多見四丁目 喜多見4-32-1 1,471 57
岡本前耕地 岡本2-15-35 472 16
北烏山 北烏山8-3-14 1,401 80
南烏山一丁目 南烏山1-12-31 1,811 74
上祖師谷二丁目 上祖師谷2-31-7 1,641 69
粕谷二丁目 粕谷2-7-7 835 36
上北沢一丁目 上北沢1-25-1 1,603 91
給田三丁目 給田3-4-17 813 38
※令和８年4月1日現在



せたがやそだち
使用店

　世田谷区では “せたがやそだち”
の魅力を発信し、地産地消を推進
していくために、メニューに区内
産農産物を使用している飲食店や販売店等の
登録制度を実施しています。
　制度の詳細や登録店、納品している農家の
一覧等は右記２次元コードから
ご覧いただけます。

品　　目 開園時期
たけのこ掘り
たまねぎの収穫
いちごつみとり
梅のもぎとり
じゃがいも掘り
親子で夏野菜の収穫
2種野菜の収穫
えだまめの収穫
夏野菜の収穫
ブルーベリーつみとり
トウモロコシもぎとり
ブドウもぎとり
ナシもぎとり
プルーンつみとり
栗ひろい
リンゴもぎとり
青パパイヤもぎとり
いも掘り
落花生の収穫
みかん狩り
花の寄せ植えづくり
大根の引っこ抜き
冬野菜の収穫
いちご狩り
トマトの収穫

4 月上旬～中旬
5月
5月
5月中旬～下旬
6月中旬～7月中旬
6月下旬～7月上旬
6月下旬
6月下旬～7月
7月～8月上旬
7月～8月
8月
8月～9月中旬
8月
8月中旬～下旬
9月
9月～11 月上旬
9月下旬～12月中旬
10 月～12 月上旬
10 月中旬
11 月中旬～12 月上旬
11 月中旬・1月下旬
11 月中旬～下旬
11月下旬～12 月
12 月下旬～5月
2月上旬

※生育状況等により実施時期を変更・中止する場合がありますので、
ご了承ください。
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a

買って買って
みようみよう

令和８年１月現在、世田谷区で 38 農家が認証を
受けています。

収 穫収 穫
しようしよう

食べに食べに
行こう行こう

買いに買いに
行こう行こう

ふ
れ
あ
い
農
園

　

区
内
の
農
園
で
、
野
菜
・
果
樹
の

収
穫
や
花
の
寄
せ
植
え
づ
く
り
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
現
地
に

て
先
着
順
の
も
の
や
、
事
前
応
募
が

必
要
な
も
の
な
ど
参
加
方
法
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
区
の
お

し
ら
せ
「
せ
た
が
や
」
ま
た
は
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
前
年
度
の
開
園
状
況
等
を

も
と
に
「
ふ
れ
あ
い
農
園
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
都
市
農
業

課
、
出
張
所
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
等
で
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　令和７年にキャラクターの

名前募集を行い、せたがやそ
だち®PR大使「おく丸くん」が
誕生しました。
　世田谷区の農業振興とせた
がやそだち®の野菜・くだもの・
花のPR大使として、今後活躍
する予定です。

※�大蔵地方は【晩
おく

丸
まる

】と呼ばれてい
たことから大 蔵 大 根 は【晩

おく

丸
まる

大
だい

根
こん

】として流通していました。その
由来も含め多数の応募名の中より
決定しました。

 せたがやそだち ®PR 大使

「おく丸くん」
が誕生しました！ 直

売
所

認証区分
化学合成農薬の削減割合

25％以上 50％以上 100％
（不使用）

化学肥料
の

削減割合

25％以上 東京エコ25 東京エコ25 東京エコ25

50％以上 東京エコ25 東京エコ50 東京エコ50

100％
（不使用） 東京エコ25 東京エコ50 東京エコ

100

　

区
内
産
農
産
物
「
せ
た
が

や
そ
だ
ち
」
は
、
農
家
の
個

人
直
売
所
や
J
Ａ
の
共
同
直

売
所
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
掲
載
の
了
解

を
得
た
約
110
か
所
の
直
売
所
情
報
を
紹
介
し

た
「
世
田
谷
農
産
物
直
売
所
マ
ッ
プ
」を
発

行
し
て
い
ま
す
。
都
市
農
業
課
、
出
張
所
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
等
で

配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

JA 東京中央
千歳地区

ファーマーズ
マーケット
千歳烏山

営業時間：AM 10:00〜PM 6:00
定休日：木曜日 
年末年始 夏季・冬季休業あり

南烏山6 − 28 − 1
旧甲州街道沿い
☎5313-7711

JA 東京中央
砧地区

ファーマーズ
マーケット
二子玉川

営業時間：AM 9:00〜PM 4:30
定休日：月曜日（月曜日以外の
祝日は営業）　
年末年始 夏季・冬季休業あり　　

鎌田3 − 18 − 8
☎3708-1187

JA 世田谷
目黒

農業生産部
即売会

開催時間：
AM 9:00〜AM 11:00（予定）
開 催 日：6月・7月・11月・12
月の毎週火曜（予定）
売り切れ次第終了

ファーマーズ
センター
桜新町2−29−1

　

大
蔵
大
根
は
、
江
戸
時
代
に
豊
多

摩
郡
（
現
在
の
杉
並
区
あ
た
り
）
の

源
内
と
い
う
農
民
が
作
り
出
し
た
「
源

内
つ
ま
り
大
根
」
が
原
種
と
言
わ
れ
、

後
に
世
田
谷
の
大
蔵
原
に
伝
わ
り
改

良
を
重
ね
て
「
大
蔵
大
根
」
と
な
り
ま

し
た
。
円
筒
形
で
先
端
が
丸
く
つ
ま
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
、
世
田
谷
の
各

地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
青

首
大
根
の
普
及
に
よ
り
少
し
ず
つ
姿

を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
９
年
に
地
元
ゆ
か

り
の
野
菜
を
作
ろ
う
と
区
内
農
家
が

栽
培
を
再
開
し
、
今
で
は
せ
た
が
や

そ
だ
ち
の
野
菜
の
一

つ
と
し
て
人
気
を
得

て
い
ま
す
。
大
蔵
大

根
は
11
月
中
旬
～
12

月
中
に
Ｊ
Ａ
の
共
同

直
売
所
や
農
家
の
庭

先
販
売
な
ど
で
買
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

東京都エコ農産物は、たい肥等による
土づくりの技術を取り入れ、化学合成
農薬と化学肥料を都が定めた一般的な
使用基準から削減して栽培されたもの
で、削減割合に応じて都が認証します。

【制度の詳細は、東京都農林水産部の
  ホームページをご覧ください。】

JA 東京中央 千歳営農センター
〒 157-0063　世田谷区粕谷 3-1-1
☎ 03-3308-6622

JA 東京中央 砧営農センター
〒 157-0077　世田谷区鎌田 3-18-5
☎ 03-3708-2887

JA 世田谷目黒　本店
〒 154-0015　世田谷区桜新町 2-8-1
☎ 03-3428-8111

せ
た
が
や
の
地
場
野
菜

　「
大
蔵
大
根
」

「「 東京都エコ農産物東京都エコ農産物 」」

のぼり旗が目印の直売所

 

花
の
寄
せ
植
え

 

づ
く
り
体
験

　

区
内
で
花
苗
や
切
花
を
生
産
し

て
い
る
農
家
の
圃
場
で
寄
せ
植
え

づ
く
り
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

花
き
生
産
農
家
が
講
師
と
な
り
、

季
節
の
花
苗
を

使
っ
た
本
格
的
な

寄
せ
植
え
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

野
菜
・
果
樹 

収
穫
体
験

　

区
内
の
生
産
者
が
栽
培
し
た
季

節
の
野
菜
や
果
樹
の
収
穫
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

と
れ
た
て
の

瑞
々
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

 ふれあい農園一覧

⇨



    

せ
た
が
や
農
業
塾

せ
た
が
や
農
業
塾

  

認
定
・
認
証
農
業
者
制
度

認
定
・
認
証
農
業
者
制
度
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「
世
田
谷
の
農
業
」

「
世
田
谷
の
農
業
」

　
現
状
レ
ポ
ー
ト

　
現
状
レ
ポ
ー
ト

　

区
で
は
、
世
田
谷
と
い
う
都
市
部
に
お
い
て
農
業
を
継
続
さ
せ
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
長
期
的
・
総
合
的
な
視
点
か

ら
農
業
振
興
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

平
成
31
年
３
月
に
新
た
な
「
世
田
谷
区
農
業
振
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
５
つ
の
基
本
方
針
と
15
の
施
策
、
46
の
事
業

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
『
都
市
農
業
振
興
基
本
法
』
第
10
条
に
定
め
ら

れ
て
い
る
、
世
田
谷
区
に
お
け
る
都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
計
画

（
地
方
計
画
）
を
兼
ね
る
と
と
も
に
、『
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
』

第
６
条
に
基
づ
く
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本

的
な
構
想
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
農
家
基
本
調
査
（
調

査
対
象
：
経
営
農
地
面
積
10
ａ
以
上

の
区
内
農
家　

調
査
日
：
令
和
７
年

８
月
１
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
区
内

農
地
は
72
・
13‌

ha
で
、
生
産
さ
れ
て

い
る
農
産
物
は
、
大
根
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
、
ブ
ド
ウ
、
み

か
ん
、
柿
な
ど
の
果
実
、
パ
ン
ジ
ー
、

ビ
オ
ラ
な
ど
の
ポ
ッ
ト
苗
や
花
鉢

物
、
ユ
リ
な
ど
の
切
り
花
、
植
木
や

盆
栽
等
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
世
田

谷
の
農
業
は
、
昭
和
21
年
に
制
定
さ

れ
た
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
や
昭

和
30
年
以
降
の
急
激
な
都
市
化
、
地

価
の
高
騰
に
伴
う
高
額
な
税
金
の
負

担
、
他
県
の
大
型
産
地
化
等
に
よ
り

大
幅
に
農
地
面
積
が
減
少
す
る
と
と

も
に
生
産
規
模
も
縮
小
し
て
い
き
ま

し
た
。
現
在
、東
京
23
区
内
で
は
練
馬

区
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

固
定
資
産
税
や
相
続
税
な
ど
の
負

担
、
周
辺
の
宅
地
化
で
農
作
業
に
気

を
使
う
、収
益
が
上
げ
に
く
い
、後
継

者
の
確
保
が
難
し
い
、農
業
従
事
者
の

高
齢
化
な
ど
の
理
由
で
農
地
面
積
や

農
家
・
戸
数
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

　

区
内
農
家
の
60
％
以
上
は
30
ａ
未

満
の
小
規
模
経
営
で
あ
る
た
め
、
他

県
の
産
地
の
よ
う
に
特
定
の
農
産
物

を
大
量
生
産
し
、
市
場
へ
出
荷
す
る

の
で
は
な
く
、
多
品
目
の
農
産
物
を

少
量
生
産
し
、
農
家
の
個
人
直
売
所

や
Ｊ
Ａ
の
共
同
直
売
所
な
ど
で
販
売

す
る
、
都
市
農
業
の
利
点
を
活
か
し

た
＂地
産
地
消＂（
地
元
で
生
産
し
た

農
産
物
を
地
元
で
消
費
す
る
）
が
農

業
経
営
の
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
区
の
取
り
組
み
　

　

現
在
、
区
で
は
、
区
内
の
農
業
振
興
と

農
地
保
全
を
図
る
た
め
、
国
に
よ
る
都
市

農
業
振
興
基
本
計
画
や
東
京
都
の
東
京
農

業
振
興
プ
ラ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
、「
世
田

谷
区
農
業
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
国
の

認
定
農
業
者
制
度
や
区
独
自
の
認
証
農
業

者
制
度
、農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
「
せ

た
が
や
農
業
塾
」
な
ど
長
年
実
施
し
て
き

た
施
策
に
加
え
、
区
内
産
農
産
物
「
せ
た

が
や
そ
だ
ち
」
の
生
産
者
と
利
用
飲
食
店

等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、
加
工
品
開
発

な
ど
六
次
産
業
化
支
援
に
向
け
た
新
た
な

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
や
世
田
谷
独
自
の
農

地
保
全
制
度
の
検
討
な
ど
、
新
た
な
農
業

振
興
施
策
の
展
開
に
よ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

世
田
谷
区
内
に
存
在
す
る
農
地
や
農
家

の
減
少
を
食
い
止
め
、
次
の
世
代
に
も
残

し
て
い
け
る
よ
う
、
特
定
生
産
緑
地
制
度

や
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
制
度
の
活
用
や

税
法
な
ど
諸
制
度
の
改
正
を
国
等
に
働
き

か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
都
市
部
に
農
地
が
存
在
す
る
こ

と
や
都
市
農
業
に
対
し
て
幅
広
く
区
民
の

方
々
の
理
解
を
醸
成
し
、
応
援
団
と
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
「
顔
の
見
え
る
農
業
」
の
推
進
に
加
え
、

多
く
の
区
民
に
対
し
、
農
業
者
と
※
Ｊ
Ａ

（
農
業
協
同
組
合
）、
区
の
３
者
が
協
働
し

て
、
世
田
谷
農
業
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
世
田
谷
区
内
は
、
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
と
Ｊ

Ａ
世
田
谷
目
黒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域

を
担
当
し
て
い
ま
す
。）

※ＪＡ…農業協同組合の英語表記（Japan Agricultural Cooperatives）の J と A の文字をとってつけられた愛称です。

世
田
谷
農
業
を
取
り
巻
く
最
近
の
状
況

「
世
田
谷
の
農
業
」

　
現
状
レ
ポ
ー
ト

世
田
谷
区
農
業
振
興
計
画

◉理念（キャッチフレーズ）
　農と住が調和した魅力あふれる世田谷農業
　～未来につなぐ「せたがやそだち」～

◉基本方針
　１　多様な農業者への支援（４施策・12 事業）
　２　「せたがやそだち」の流通促進（３施策・９事業）
　３　農業生産・経営の安定化（３施策・９事業）
　４　農のある暮らしの充実（２施策・７事業）
　５　農地を守るまちづくりの推進（３施策・９事業）

◉計画期間
　令和元年度から概ね 10 年間

※詳細は、区のホームページで
　ご覧いただけます。

計画の概要

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。
農
業
経
営
の

改
善
目
標（
年
間
農
業
所
得
目
標
が

300 

万
円

以
上
）を
掲
げ
た
農
業
経
営
改
善
計
画
を
農

業
者
自
ら
が
作
成
し
、
区
が
世
田
谷
区
農
業

振
興
計
画
に
照
ら
し
て
認
定
し
た
農
業
者
を

認
定
農
業
者
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
証
農
業
者
制
度
は
、
認
定
農
業

者
制
度
と
基
本
的
な
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
で
す

が
、
農
業
所
得
の
目
標
額
に
区
独
自
の
認
証

基
準（
年
間
農
業
所
得
目
標
が
200 

万
円
以
上
）

を
設
け
て
い
る
点
で
異
な
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
1
日
現
在
、
認
定
農
業
者

59
経
営
体
98
名
（
他
市
区
町
村
在
住
の
広
域

認
定
農
業
者
１
経
営
体
・
１
名
含
む
）、
認

証
農
業
者
33
経
営
体
48
名
を
認
定
・
認
証
し

て
い
ま
す
。
区
で
は
、
認
定
農
業
者
及
び
認

証
農
業
者
を
今
後
の
世
田

谷
農
業
に
お
け
る
重
要
な

担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、
区
内
の
農
業

を
振
興
す
る
た
め
、
各
種
施

策
に
よ
り
積
極
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

せ
た
が
や
農
業
塾
は
、
区
内
の
農
業
後
継

者
が
地
域
で
育
ま
れ
た
農
業
技
術
を
実
践
で

習
得
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経
営
者
と
後
継

者
、
後
継
者
同
士
の
交
流
を
深
め
、
協
力
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
区
と
区

内
Ｊ
Ａ
に
よ
り
平
成
３
年
９
月
よ
り
実
施
し

て
い
る
事
業
で
す
。

　

１
期
３
年
間
の
講
習
期
間
中
に
、
先
輩
農

家
を
講
師
に
迎
え
、
10
種
類
程
度
の
野
菜
や

花
き
類
に
つ
い
て
、
土
壌
づ
く
り
か
ら
種
ま

き
、
収
穫
ま
で
を
実
践
で
学
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
他
、
土
壌
診
断
・
病
害
虫
防
除
・
農
薬

の
使
用
方
法
等
の
講
習
会
の
実
施
、
区
外
の

先
進
的
農
業
団
体
・
優
良
農
家
の
視
察
な
ど

も
行
い
、
農
業
の
基
礎
的
技
術
及
び
農
業
経

営
の
基
礎
的
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

総
合
的
な
農
業
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
１
月
ま
で

に
、
第
１
期
生
か
ら
第

11
期
生
の
149
名
が
せ
た

が
や
農
業
塾
を
卒
塾
し
、

現
在
第
12
期
生
が
受
講

し
て
い
ま
す
。

農
業
者
へ
の
支
援

　区内の経営農地面積は、令和７年８
月時点で約72.13haとなっており、１年
前よりも２haほど減少しています。
　減少を続ける農地を次世代に残し
ていくために、令和２年２月 12 日に
世田谷区は区内を管轄するＪＡ世田
谷目黒、ＪＡ東京中央とそれぞれ都
市農地の保全に関する連携協定を締
結しています。この協定に基づき、
お互いの情報交換を図りながら都市
農地の減少や都市農業の発展という
共通課題に連携して取り組んでいく
こととしました。
　また、区役所内でも都市整備部門
やみどり政策部門、都市農業部門な
どが連携して、農地保全並びに農業
振興に取り組んでいく体制を構築し、
検討を進めています。

農 業 振 興 ・
農 地 保 全 に
向 け て
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平
成
27
年
４
月
に
『
都
市
農
業
振
興
基
本
法
』
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
政
府
に
対
し
て
必
要
な
法
制
上
、
財
政
上
、
税
制
上
、

金
融
上
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
基
本
法
の
第
９
条
に
基
づ
き
、
都
市
農
業
の
振
興
に

関
す
る
基
本
的
な
計
画
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
農
業
の
持
続
的

な
振
興
に
向
け
た
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め

に
、
平
成
28
年
５
月
に
は
国
に
お
い
て
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
左
表
に
あ
る
よ
う
に
都
市
農
地
に
関

す
る
法
改
正
等
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

農
の
風
景
育
成
地
区
と
は
、
都
内
で
減
少
し
つ
つ
あ
る
農
地
を
保
全

し
、
農
の
あ
る
風
景
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
東
京
都
が
平

成
23
年
に
創
設
し
た
制
度
で
す
。

　

農
地
や
屋
敷
林
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
残
る
地
区
を
区
市
町
村
の
申

請
に
よ
り
東
京
都
が
指
定
し
、
双
方
が
協
力
し
て
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

と
連
携
し
な
が
ら
農
の
あ
る
風
景
を
保
全
し
、
育
成
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
７
地
区
あ
る
農
地
保
全
重
点
地
区
の
中
で
、
農
地
や
樹
林

地
の
割
合
が
高
く
、
農
の
風
景
育
成
地
区
制
度
の
趣
旨
に
最
も
か
な
っ

て
い
る「
喜
多
見
四
・
五
丁
目
地
区
」に
つ
い
て
、
平
成
25
年
５
月
に
東
京
都
で
第
１
号
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
現
在
、
都
内
で
７
か
所
が
農
の
風
景
育
成
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
区
内
の
農
地
保
全
と
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
促
進
、
工
賃
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和

３
年
度
よ
り
農
福
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
に
は
、
農
福
連
携
事
業
の

事
業
拠
点
と
す
る
た
め
、
粕
谷
二
丁
目
の
農
地
約
３
千

400
㎡
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
と
と
も
に
農
園
管
理
を
行
い
、
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た

農
作
業
体
験
会
の
実
施
や
収
穫
し
た

農
産
物
の
販
売
、
加
工
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
農
園
を
通
じ
た
地
域
の

方
々
と
の
交
流
・
連
携
や
地
域
の
事

業
者
・
団
体
と
の
連
携
を
進
め
て
い

き
、
農
地
の
保
全
や
障
害
理
解
の
促

進
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
都
市
部
に
お
け
る
農
地
の
多
面
的
な
機
能
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
都
市
部
に
あ
る
農
地
は
地
価
が

　
都
市
部
に
お
け
る
農
地
の
多
面
的
な
機
能
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
都
市
部
に
あ
る
農
地
は
地
価
が

高
い
と
い
う
特
性
を
有
し
て
お
り
、
相
続
の
発
生
に
伴
い
、
農
地
を
売
却
し
た
り
、
宅
地
へ
転
用
し
た

高
い
と
い
う
特
性
を
有
し
て
お
り
、
相
続
の
発
生
に
伴
い
、
農
地
を
売
却
し
た
り
、
宅
地
へ
転
用
し
た

り
な
ど
に
よ
り
、
農
地
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
農
地
の
保
全
は
喫
緊
の
課
題
で

り
な
ど
に
よ
り
、
農
地
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
農
地
の
保
全
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
た
め
、
区
で
は
農
地
保
全
に
向
け
た
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
る
た
め
、
区
で
は
農
地
保
全
に
向
け
た
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
都
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取
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取
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「
世
田
谷
の
農
業
」
現
状
レ
ポ
ー
ト

　

世
田
谷
区
を
含
む
都
内
38
自
治
体
に
て

構
成
さ
れ
る
「
都
市
農
地
保
全
推
進
自
治

　

生
産
緑
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
土

地
は
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
相
続
税
納

税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、

農
地
と
し
て
、
よ
り
厳
格
な
適
正
管
理
義

務
と
農
業
用
施
設
以
外
へ
の
転
用
は
で
き

な
い
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
生
産
緑
地
は
、
指
定
か
ら
30
年
が

経
過
す
る
と
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
令
和
4
年
に
は
都

内
に
あ
る
生
産
緑
地
の
８
割
以
上
が
30
年

目
を
迎
え
る
た
め
、
宅
地
等
へ
の
転
用
の

多
発
に
よ
る
都
市
部
で
の
農
地
減
少
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
29
年
６
月
に
生
産
緑
地
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月
１
日
に
特

定
生
産
緑
地
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
土
地
所
有
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

生
産
緑
地
の
指
定
を
10
年
間
延
長
で
き
る
も

の
で
、
土
地
の
利
用
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
税

制
面
で
の
優
遇
も
引
き
続
き
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

世
田
谷
区
で
は
、
令
和
４
年
に
指
定
か
ら

30
年
を
迎
え
た
生
産
緑
地
の
約
９
割
が
、
特

定
生
産
緑
地
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
制
度
へ
の
移
行
促
進
を
図
り
つ
つ
区

内
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
な
が
ら
都
市
農
地
の
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
都
市
農
業
振
興
基
本
法
と

　
　
　
　
　
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画

体
協
議
会
」
は
、
都
市
農
業
振
興
や
都
市
農
地

保
全
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
農
地
関
係
法
・

都
市
計
画
関
係
法
・
関
係
税
法
等
の
改
正
を
要

望
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
定
生
産
緑
地
制
度

へ
の
移
行
促
進

都
市
農
地
保
全
推
進

自
治
体
協
議
会

都市農地と都市計画制度

法令制定 法・制度の趣旨

Ｈ 27
（2015）

Ｈ 28
（2016）

都市農業振興基本法の制定
都市農業振興基本計画

都市農地の位置づけを、
「宅地化すべきもの」か

ら都市に「あるべきも
の」へと大きく転換

Ｈ 29
（2017）

生産緑地法の改正
・面積要件の引下げ
　（下限500㎡→300㎡）
・特定生産緑地制度の創設

都市農地の保全・活用
・小規模な農地の保全、

道連れ解除の抑止
・所有者等の意向を踏

まえた農地の保全

Ｈ 30
（2018）

都市農地の貸借の円滑化に
関する法律
・生産緑地の貸借を円滑化

農地所有者以外の者で
あっても、意欲ある都
市農業者等によって都
市農地を有効に活用

農
の
風
景
育
成
地
区

世
田
谷
区
農
福
連
携
事
業

【
今
回
見
直
し
た
主
な
内
容
】

●
世
田
谷
区
農
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
一
層
の
農
業
振
興
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
規
模
の
大
き
い
農
地
保
全
重
点

地
区
で
は
、
今
後
よ
り
一
層
の

農
業
振
興
等
拠
点
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。

●
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、

農
業
振
興
等
拠
点
以
外
の
農
地

に
つ
い
て
も
、
公
有
地
化
し
、

農
の
み
ど
り
と
し
て
長
期
的
な

保
全
を
図
り
ま
す
。

　
世
田
谷
区
農
の
み
ど
り
保
全
活
用
方
針

　
　
（
旧
名
称
：
世
田
谷
区
農
地
保
全
方
針
）　

　

区
で
は
、「
世
田
谷
区
農
業
振
興
計
画
」
に
よ
り
農
業
振
興
を
図
り

つ
つ
、
農
地
保
全
を
進
め
る
た
め
、
平
成
21
年
10
月
に
「
世
田
谷
区
農

地
保
全
方
針
」
を
策
定
し
、
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
農
の

み
ど
り
を
将
来
に
つ
な
が
る
財
産
と
し
て
残
す
た
め
、
内
容
の
見
直
し

を
図
り
、
令
和
８
年
３
月
に
方
針
名
を
変
更
し
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

　

ま
と
ま
っ
た
農
地
等
が
一
団
で

存
在
す
る
７
地
区
を
農
地
保
全
重

点
地
区
に
指
定
し
、
そ
の
中
で
も
、

農
地
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
有
効
性
が
高
い
農
地

８
か
所
を
都
市
計
画
公
園
・
緑
地

に
指
定
し
ま
し
た
。
指
定
さ
れ
た

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
区
域
内
の

農
地
は
、
他
の
方
策
に
よ
っ
て
も

保
全
で
き
な
い
場
合
に
区
が
取
得

し
、
農
業
振
興
等
拠
点
（
農
業
公

園
）
と
し
て
整
備
、
活
用
し
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
４
月
現
在
、
８

か
所
の
う
ち
、
４
公
園
が
開
園
済

み
、２
公
園
が
暫
定
活
用
中
で
す
。

※
農
業
公
園
と
は
世
田
谷
の
農
の

文
化
や
風
景
、
環
境
を
継
承
す
る

た
め
に
整
備
さ
れ
た
公
園
で
す
。
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農地面積は農地面積は
年々減少して年々減少して
いるんだよいるんだよ

いろんな種類のいろんな種類の

野菜や果樹などが野菜や果樹などが

生産されてるね生産されてるね
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数字数字ででわかるわかる「「世田谷の農業世田谷の農業」」 作　目 作付面積（a） 収穫量（t）
野菜類
小松菜 357.84 27.74 
キャベツ 252.05 34.58 

ジャガイモ 491.57 50.57 

ブロッコリー 332.78 21.81 

ほうれんそう 170.63 11.66 

大根 422.55 75.27 

枝豆 374.52 26.03 

ねぎ 252.29 28.35 

里芋 288.72 26.89 

きゅうり 215.30 38.57 

トマト 271.35 46.90 

なす 214.48 32.48 

サツマイモ 229.66 21.12 

白菜 144.23 27.20 

タケノコ 146.76 7.82 

にんじん 85.76 10.92 

カリフラワー 99.55 8.45 

とうもろこし 171.26 17.79 

ピーマン 85.97 6.79 

いちご 23.10 2.27 

かぶ 75.42 6.93 

ごぼう 0.50 0.05 

たまねぎ 108.45 20.35 

レタス 49.20 3.70 

その他の野菜 362.06 64.97 

合計 5,226.00 619.21 

植木類　　　　　　　　         　（単位：本）
さつき 39 6,121 

ツツジ類 49 10,790 

シャラ 21 715 

ツバキ類 12 51 

はなみずき 3 42 

その他の植木 190 51,190 

合計 314 68,909 

作　目 作付面積（a） 収穫量（t）
穀物類
まめ類 26.70 1.24 

その他の穀物 54.90 1.45 

合計 81.60 2.69 

果樹類
くり 273.14 3.12 

うめ 176.00 2.48 

ぶどう 191.70 17.60 

みかん 356.67 13.31 

かき 148.05 2.85 

ブルーベリー 209.21 3.30 

その他の果樹 124.86 8.35 

合計 1,479.63 51.01 

花き類　　　　　　　　         　（単位：千）
花鉢物 ( 個 ) 5.50 9.75 

花壇苗 ( 個 ) 71.95 221.99 

観葉植物 ( 個 ) 6.00 0.10 

切り花 ( 束 ) 136.05 26.83 

その他の花き(本) 12.31 20.05 

合計 231.81 278.72 

◆ 主な作物別作付面積及び収穫量

年次／区分 10〜30a未満 30〜50a未満 50〜100a未満 100〜150a未満 150a以上 合　計

令和 6 年 186 78 23 1 3 291

令和 7 年 180 74 23 2 3 282

前年比 -6 -4 0 1 0 -9

◆ 経営規模別農家戸数

 ※経営規模面積＝自作地＋借入地

（単位：戸）

◆ 区内農地面積の推移

年次／区分  野菜類 穀物類  花き類 果樹類 植木類

令和６年 237 22 46 150 19 

令和７年 227 22 45 148 17 

前年比 -10 0 -1 -2 -2 

◆ 経営部門 複数回答（単位：戸）

年次／区分 生産・販売
している

販売方法 ( 販売している農家のみ。複数回答 )
直販 市場出荷 ＪＡの 共同販売  特定の仲買人 契約販売 その他

令和 6 年 258 233 26 87 13 25 56 

令和 7 年 252 225 25 88 13 34 56 

前年比 -6 -8 -1 1 0 9 0 

◆ 販売方法 （単位：戸）

年次 区分 29 才
以下 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 歳以上 合計

令和
7 年

男 8 29 36 54 65 97 53 342 
女 2 8 21 31 70 55 55 242 
計 10 37 57 85 135 152 108 584 

前年計 13 37 61 89 141 159 107 607 
前年比 -3 0 -4 -4 -6 -7 1 -23 

◆ 農業従事者数 （単位：人）

年次／区分 0万 15万未満 50万未満 100万未満 150万未満 200万未満 300万未満 400万未満 400万以上 合　計
令和 6 年 33 27 45 59 28 29 27 17 26 291 

令和 7 年 30 28 41 57 26 29 28 17 26 282 

前年比 -3 1 -4 -2 -2 0 1 0 0 -9 

◆ 農産物の年間販売額 （単位：戸）

10～30a 未満
64％

野菜類
71％

大根 12％

ジャガイモ
8％

里芋
4％

トマト 8％

きゅうり 6％

小松菜
5％

キャベツ
6％

ねぎ
5％

なす
5％

白菜
4％

その他
37％

果樹類
20％

花き類
3％植木類

5％

穀物類
1％
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27％
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8％
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150a 以上
1％
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◆ 区内農家の農地経営規模
　（農家戸数282 戸）

◆ 種類別作付面積の状況 ◆ 主な野菜の収穫状況（収穫量）

◆ 区内農家戸数の変遷

年　次 区内経営農地 農家戸数
明治15年 2,006.53（※１）

大正14年 3,525.25（※２）

昭和 5年 3,209.11 
昭和25年（※３） 1,345.70 
昭和30年 896.99 
昭和40年 586.71 1,267 
昭和50年 360.10 914 
昭和60年 265.57 715 
平成 2年 241.03 667 
平成 4年（※４） 228.99 634 
平成10年 163.85 507 
平成15年 144.75 470 
平成20年 120.48 411 
平成22年 112.72 382 
平成23年 110.64 380 
平成24年 106.63 373 
平成25年 103.54 367 
平成26年 98.02 350 
平成27年（※5） 94.02 340 
平成28年 92.60 334 
平成29年（※6） 88.68 325 
平成30年 85.89 318 
令和元年 83.68 314 
令和2年 81.34 308 
令和3年 79.06 300 
令和4年（※7） 77.28 297 
令和5年 75.88 291
令和6年 74.46 291
令和7年 72.13 282

◆ 経営農地面積及び農家戸数の推移
（単位：農地は ha、農家戸数は戸）

※ 1　砧 ･ 千歳は除く
※ 2　田畑のみ
※ 3　昭和 21 年 自作農創設特別措置法の制定
※ 4　生産緑地法改正
※ 5　都市農業振興基本法の制定
※ 6　生産緑地法改正
※ 7　特定生産緑地指定初年度

（令和 7 年 8 月 1 日 現在）

※対象：経営農地面積 10a 以上の農家

 「せたがやそだち」 「せたがやそだち」

～「エシカル消費」余剰・規格外
加工品の活用を始めました～

　区では農協や東京農業大学と協
力し、余剰・規格外の農産物を加
工して学校給食や地域で活用する
取り組みを進めています。第一弾と
して、夏にたくさん採れるトマトを
冷凍加工した製品
が令和８年１月か
ら学校給食で提供
開始されました。
　「せたがやそだち®」を余さず消
費するこの活動は、人や環境にや
さしいエシカル消費の第一歩。今
後もさまざまな形で「せたがやそ
だち ®」の恵みと生産者の思いを届
けます。

もっと

もっと
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【問い合わせ先】

世田谷区  経済産業部 都市農業課
〒154-0004　
世田谷区太子堂 2-16-7  
☎ 03-3411-6658　
FAX 03-3411-6635

令和 8年 4月 発行

広報印刷物登録番号：No.2435

四半世紀以上みなさまに親しまれてきた

「せたがやそだち ®」
～ロゴマークに込められた想い～

　「せたがやそだち ®」は区内産農産物のイメージアップ
と PR を図るため、平成 11 年 12 月に区と農家の皆さん
が一緒に作ったロゴマークです。
　花も野菜も果物もすべては若葉から育つこと、若葉を囲
む枠は畑で生育を助けてくれるトンネルをイメージして考
案されました。直売所ののぼり旗や袋、野菜を束ねるテー
プなどに表示していますので、新鮮で安全な区内産農産
物の目印にしてください。
　これからも「せたがやそだち ®」をよろしくお願いします。

キャッチフレーズ「せたがやそだち」と大地に生える双葉を
モチーフにしたロゴマーク

（商標登録番号 5483670 号）


